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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 
１）都市構造の現況 

（１）⼈⼝および市街地の変遷 

 ①⼈⼝の推移 

・本市はこれまで順調に人口が増加してきましたが、近年は横ばい傾向にあります。また、

年齢構成は全国的な動向と同じく少子高齢化が進行しています。 

 総人口   ：Ｓ40 33.6 万人 ⇒ Ｒ2 46.3 万人（+12.7 万人、+38％） 

 65 歳以上人口：Ｓ40  2.0 万人 ⇒ Ｒ2 12.1 万人（ +10.1 万人、+505％） 

＜市全体の年齢３区分別人口の推移＞ 

 
出典：国勢調査     

 

 

＜年齢構成割合推移＞ 

 
出典：国勢調査     
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ②⼈⼝密度の推移 

・地域別の人口密度（Ｒ２）は、中心部がやや高くなっているものの、市街化区域内では

40～80 人/ha の人口密度が広く分布しています。 

・人口の変化（Ｒ２-Ｈ22）をみると、中心部は減少傾向、郊外は増加傾向であり、この

ままの傾向ではさらに薄く広く人口が分布した市街地が形成されると想定されます。 

    
  

＜人口密度分布（Ｒ２、500ｍメッシュ）＞ 

＜人口の変化（Ｒ２-Ｈ22、500ｍメッシュ）＞

出典：国勢調査

出典：国勢調査 

県庁◎ 

市役所◎ 

金沢港 

県庁◎ 

市役所◎

金沢港 
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

 ③市街地の変遷 

・人口増加の受け皿として、土地区画整理事業により市街地（ＤＩＤ）が拡大してきまし

たが、人口の増加に対して面積が大幅に拡大したため、ＤＩＤの人口密度は低密度化し

ています。 

 ＤＩＤ人口 ：Ｓ40 2,316 百人 ⇒ Ｒ２ 3,992 百人（+1,676 百人、+72％） 

 ＤＩＤ面積 ：Ｓ40 1,820 ha  ⇒ Ｒ２ 6,947 ha （+5,127h、+282％） 

 ＤＩＤ密度 ：Ｓ40 127 人/ha ⇒ Ｒ２ 57 人/ha（-70 人/ha、-55％） 
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＜土地区画整理事業の変遷＞ 

出典：「金沢の区画整理2020」を基に作成

出典：国勢調査 

＜ＤＩＤ人口・面積の推移＞＜ＤＩＤの変遷＞ 
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市役所◎ 

金沢港 
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ④空き家の状況 

・空き家はＨ20 年をピークとして減少し、Ｈ30 年は全国平均と概ね同様な割合まで減少

していますが、今後の人口減少により空き家が増加すると想定されます。 

 空き家数：Ｈ５ 15,100 戸 ⇒ Ｈ30 33,750 戸（+18,650 戸、+124％） 

 空き家率：金沢市（Ｈ30）14.2％ ＞ 全国（Ｈ30）13.6％ 

・空き家の内訳では、Ｈ15 年に比べ賃貸又は売却の予定がなく、別荘等でもない「その他

の住宅」の占める割合が増加しており、長期にわたって不在の住宅等による環境の悪化

が懸念されます。 

 その他の住宅：Ｈ15 8,830 戸 ⇒ Ｈ30 11,290 戸（+2,460 戸、+28％） 

 

 
  

＜空き家の推移（市全体）＞ 

出典：住宅・土地統計調査※Ｈ5、Ｈ10 は空き家の内訳がない 
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

（２）将来⼈⼝ 

 ①総⼈⼝ 

・将来の人口は、このままの状況が続いた場合（国立社会保障・人口問題研究所（以下「社

人研」という。）の推計方法に準拠）、2060 年には 34.7 万人に減少すると予測されます。

・一方、金沢市人口ビジョンでは、合計特殊出生率の改善や若年層の転出抑制および転入

促進などの各種施策の展開により、2060 年に 43.2 万人の人口を維持するよう、目標を

設定しています。 

 

  ＜人口の長期的見通し＞ 

463,254 

出典：金沢市人口ビジョン【改訂版】（Ｒ２.３）を基に作成

※枠囲みの数値はＲ２（2020 年）の国勢調査確定値（年齢不詳を除く） 

H22    H27    R２    R７    R12    R17    R22    R27    R32    R37    R42 
(2010)   (2015)   (2020)   (2025)   (2030)   (2035)   (2040)   (2045)   (2050)   (2055)   (2060) 
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ②年齢別⼈⼝ 

・年齢別の人口では、いずれの推計においても少子高齢化が進行し、老年人口（65 歳以

上）は 2045 年の 147,629 人（2020 年比 1.2 倍）まで増加し、その後減少すると予測さ

れます。 

・一方、年少人口は、このままの状況が続いた場合、2045 年には 40,419 人（2020 年比

0.7 倍）に減少すると予測されますが、本市人口ビジョンでは 66,549 人（2015 年比 1.2

倍）に増加するよう目標を設定しています。 

 
 

 

  

出典：金沢市人口ビジョン【改訂版】（Ｒ２.３）を基に作成

＜年齢３区分別人口の比較＞ 

283,255 

※枠囲みの数値はＲ２（2020 年）の国勢調査確定値（年齢不詳を除く） 

123,819 

56,180 

H22    H27    R２    R７    R12    R17    R22    R27    R32    R37    R42 
(2010)   (2015)   (2020)   (2025)   (2030)   (2035)   (2040)   (2045)   (2050)   (2055)   (2060)
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

 ③⼩学校区別の⼈⼝ 

・小学校区別の人口は、このままの状況が続いた場合（社人研推計準拠）、郊外の小学校

区だけでなく、まちなかも含め、全体的に人口密度が低下し、ＪＲ・ＩＲ線以北では 40

人/ha 未満になる小学校区もみられます。 

・人口減少が大きな地域では、空き家や空き地などの低未利用地の発生が懸念されます。

 
＜小学校区別の将来の人口密度＞ 

 

  
2020 年 

2060 年

＜人口推計の方法＞ 

・小学校区別の将来人口は、コーホート要

因法（封鎖型）を用い小学校区の人口を算

出し、市全体の人口をコントロールトー

タルとして、各小学校区の人口を補正。 

・土地区画整理事業の実施地区において、

現状で空き地が多い地区は、10 年後に 80

人/ha まで増加すると仮定。 

・人口密度は、各小学校区の人口の半数以

上が都市計画区域内に分布する場合は可

住地面積で除した値、その他は全面積で

除した値（花園、不動寺、三谷、東浅川、医王山、

湯涌、犀川、内川）。 

県庁◎ 

◎ 
市役所 

西金沢駅 

森本駅 
海側幹線 

金沢港 

東金沢駅 

県庁◎ 

◎ 
市役所 

西金沢駅 

森本駅
海側幹線 

金沢港

東金沢駅
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ④⼩学校区別の⽼年⼈⼝密度 

・小学校区別の老年人口密度は、このままの状況が続いた場合、郊外を中心として 65 歳

以上の高齢者が増加する小学校区が多くみられますが、まちなかなどの一部では減少に

転じる小学校区もみられます。 

 

＜小学校区別の将来の老年人口密度＞ 

  

2020 年 

2060 年
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

（３）交通 

 ①交通の動向 

・自動車利用が大幅に増加する一方、バスや徒歩、二輪は大きく減少し、自動車に依存し

た生活スタイルが定着しています。 

代表交通手段別分担率 ：（自 動 車）Ｓ62 41.2％ ⇒ Ｈ27 61.2％（+20.0 ㌽） 

           （徒歩・その他）Ｓ62 28.4％ ⇒ Ｈ27 20.9％（-7.5 ㌽） 

           （路 線 バ ス）Ｓ62  6.7％ ⇒ Ｈ27  4.1％（-2.6 ㌽） 
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＜代表交通手段別分担率の推移＞ 

出典：全国都市交通特性調査

＜他都市との比較（Ｈ27）＞ 
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ②都市計画道路の整備状況 

・都市計画道路の整備状況（Ｒ４.３.31 時点）は 84％に達し、骨格となる道路網はほぼ

整備されています。 

  

  

区分 計画延⻑ 施⼯済延⻑ 進捗率 概成済延⻑
⾃動⾞専⽤道路 12,750m 0m 0.00% 0m
幹線街路 276,017m 242,391m 87.80% 19,676m
区画街路 5,330m 4,020m 75.40% 0m
特殊街路 5,660m 5,600m 98.90% 0m
合計 299,757m 251,871m 84.00% 19,676m

＜都市計画道路整備状況図（Ｒ４.３.31 時点）＞ 

出典：庁内資料
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

 ③公共交通の利⽤状況 

・鉄道・バスの利用者数は、Ｈ27年の北陸新幹線金沢開業後は増加傾向にありましたが、

新型コロナウイルス感染症の拡大による移動制限などにより、Ｒ２年には利用者が大幅

に減少しています。 

＜鉄道・バスの利用者数の推移＞ 

    
出典：金沢市統計書 

  

80,466  80,998  82,566  82,316  79,789 

50,051 

30,149  29,936  30,404  31,081  30,705 

19,537 

5,176  5,289  5,548  5,603  5,639 

4,062 

115,791  116,223  118,518  119,000  116,133 

73,649 

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

バス JR線・IR線 北陸鉄道線（人） 



２ 

20 

 
 
 
       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ④公共交通ネットワークと公共交通重要路線の位置づけ 

・第３次金沢交通戦略（Ｒ５.３）において、集約型都市への移行を目指した都市計画（土

地利用の見直し等）と歩調を合わせ、バス路線網の再編を進め、効率的かつ効果的で、

利用しやすい公共交通ネットワークを実現する方針が示されています。 

・その中でも、一定の利用が見込まれ、高水準の公共交通サービスを確保し、より一層の

利用促進を図る路線として、「公共交通重要路線」が設定されています（バス路線：13

路線、鉄道：４路線）。 

＜公共交通ネットワークと公共交通重要路線の位置づけ＞ 

   
出典：第３次金沢交通戦略
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

 ⑤バス停・駅の分布と⼈⼝カバー状況 

・バス停および鉄道駅から徒歩圏内（300ｍ）でカバーされる人口は約 84％になりますが、

１日 100 便を超える路線は一部に限られており、利便性が高い公共交通とは言い難い状

況となっています。 

 

 

   

  

＜バス停・駅の分布と人口カバー状況＞ 

出典：人口 住民基本台帳（Ｒ４.４.１時点）

対象年齢 300ｍ圏 500ｍ圏 1000ｍ圏
376,912 436,474 446,860

84.3% 97.6% 99.9%
105,523 119,051 121,734

86.5% 97.6% 99.8%

全年齢

65歳以上

県庁  

市役所◎ 

海側幹線 

金沢港 
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ⑥公共交通重要路線のバス停・駅の分布と⼈⼝カバー状況 

・公共交通重要路線に位置づけられたバス停および鉄道駅から徒歩圏内（300ｍ）でカバ

ーされる人口は約 42％であり、徒歩圏を 1,000ｍとした場合は約 86％となります。 

 

 

  
  

＜公共交通重要路線のバス停・駅の分布と人口カバー状況＞ 

対象年齢 300ｍ圏 500ｍ圏 1000ｍ圏
189,594 286,937 384,157

42.4% 64.2% 85.9%
56,165 79,915 103,422
46.1% 65.5% 84.8%

全年齢

65歳以上

出典：人口 住民基本台帳（Ｒ４.４.１時点）

県庁

市役所◎ 

金沢港 
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

（４）⽣活利便施設の⽴地状況 

 ①⽇常⽣活に必要な⽣活利便施設の設定 

・内閣府の調査結果では、自宅から徒歩や自転車で移動可能な範囲に最低限必要とする施

設（以下「生活利便施設」という。）としては、スーパーや小売店・コンビニなどの“商

業施設”のほか、“医療施設（病院・診療所）”“金融施設”“教育施設（小中学校、保育

園、幼稚園、児童館など）”の４つの機能が 50％を超えています。 
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ガソリンスタンド

洋服、電化製品などの専門店

訪問介護事業所

高校

映画やスポーツなどの娯楽施設

百貨店・デパート

その他

わからない

商業

施設

医療

施設

金融

施設

教育

施設

出典：国土形成計画の推進に関する世論調査（Ｈ27.８ 内閣府）を基に作成

＜自宅から徒歩や自転車で行ける範囲に最低限必要とする施設＞ 
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

 ②⽣活利便施設の⼈⼝カバー状況 

・生活利便施設から高齢者の移動を考慮した徒歩圏内（300ｍ※）でカバーされる人口は概

ね 40％であり、特に、まちなかや市南部地域においてカバーされる人口の割合が高く

なっています。 

・徒歩圏を 1,000ｍとした場合、徒歩圏内でカバーされる人口は 90％以上となり、健常者

であれば市街地内の必要施設に大半の人が徒歩で移動可能な状況になっています。 

※ 金沢市を事例とした下記の調査研究において、高齢者の徒歩による外出距離の平均値は215～544ｍであり、要介護

高齢者が 358ｍ、健康高齢者が 481ｍであるとされている。 

西野辰哉・大森数馬（2014）、「一中学校区を基本とする日常生活圏域設定の妥当性検討-地方中核都市における高齢

者福祉行政単位と高齢者の行動実態の比較考察-」、日本建築学会計画系論文集、№699、pp.1109-1118 

 

＜生活利便施設から徒歩圏でカバーされる人口＞ 

単位 上段：人、下段：総人口に対する割合 

日常生活に必要と 

想定される機能 

施設から徒歩圏でカバーされる人口注１） 

300ｍの場合 500ｍの場合 1,000ｍの場合 

医療施設 
病院、診療所（内科、小児

科のある施設） 

199,185 人 

44.5％ 

323,907 人 

72.4％ 

418,505 人 

93.6％ 

商業施設 

スーパーストア、食料品

店、薬局・薬店 注２） 

189,518 人 

42.4％ 

324,638 人 

72.6％ 

414,456 人 

92.7％ 

上記施設＋コンビニエン

スストア 

289,275 人 

64.7％ 

400,509 人 

89.6％ 

432,260 人 

96.7％ 

金融施設 
銀行、信用組合、信用金

庫、郵便局 

188,259 人 

42.1％ 

318,117 人 

71.1％ 

426,753 人 

95.4％ 

教育施設 
保育園、幼稚園、 

認定こども園 

7,474 人 

37.0％ 

14,178 人 

70.2％ 

19,662 人 

97.4％ 

注１）総人口は 447,209 人、教育施設は通園対象となる０-５歳の 20,197 人を対象（住民基本台帳に

基づく人口（Ｒ４.４.１時点）） 

注２）食料品を取り扱う施設を対象 

出典：医療施設：病院・診療所機能一覧（金沢市医師会） 

商業施設・金融施設：iタウンページ、グリーンページ 

教育施設：金沢市オープンデータ（Ｒ３.12） 
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

 

 
注）病院：20 床以上、診療所：0～19 床（内科・小児科がある施設のみ対象） 

  

＜医療施設の分布（Ｒ４）と人口カバー状況（Ｒ４）＞  

   出典：医療施設 病院・診療所機能一覧（金沢市医師会）

人口 住民基本台帳（Ｒ４.４.１時点）          

対象年齢 300ｍ圏 500ｍ圏 1000ｍ圏
199,185 323,907 418,505

44.5% 72.4% 93.6%
55,577 88,294 112,979
45.6% 72.4% 92.6%

全年齢

65歳以上

県庁  

市役所◎ 

金沢港 
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       ２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題 

 

（５）都市の拠点性 

 ①市街化区域内の地価の分布 

・金沢駅、武蔵、片町・香林坊・広坂などの都心部の地価が 30 万円/㎡を超えているほか、

都心軸や中心市街地では 10 万円/㎡を超えています。また、泉野や駅西から国道８号ま

では地価が高くなっており、郊外は大きな差はないものの、中心市街地から遠方になる

ほど地価が安くなっています。 

・５年前のＨ30年に比べ、Ｒ４年は大半の地点で地価が上昇しています。 

＜地価の分布と変化＞ 

     
出典：地価公示・地価調査

県庁  

◎市役所

金沢港 
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２章 ⾦沢市の都市構造の現況・課題        

 

 ②公共施設等の分布状況 

・中心市街地には、商業・業務だけでなく、くらし（市役所・市民センター等）や文化・

芸術、観光施設などの多様な施設が集積しており、市内外から人々が訪れる拠点を形成

しています。 

・一方、近年は石川県庁や金沢大学などの主要な施設が郊外に移転しています。 

＜公共施設等の分布（Ｒ3）＞ 

 
出典：金沢市施設（オープンデータ：観光、文化・芸術、スポーツ、くらし：施設のみ）（Ｒ３.12） 

石川県等施設（国土数値情報）  

県庁  

◎ 
市役所 

金沢港 




























